
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座部と背もたれ部との間の角度が可変である育児器具に取り付けられて座席を形成する
座席ハンモックであって、
　座面部と、
　使用状態において前記座面部の後端縁から上方に立ち上がって延びている背もたれ面部
と、
　使用状態において前記座面部の両側縁から上方に立ち上がって延びている１対の下方側
面部とを備え、
　前記各下方側面部は、前記座面部の側縁に接続された底部接続端と、育児器具の座部を
形成する部材の後方端から上方に延びている上方延長フレーム部材に接続された上部接続
端とを有し、
　

　育児器具の使用状態においては、前記下方側面部の底部接続端の前方位置と、下方側面
部の底部接続端の後方位置と、下方側面部の上部接続端の位置とによって形成される三角
形が動かない、育児器具の座席ハンモック。
【請求項２】
　前記背もたれ面部は、使用状態においてその両側部から上方に立ち上がって延びている
１対の上方側面部を含み、
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前記下方側面部は、前記背もたれ面部の背面に重なるように回り込んでこの背もたれ面
部の両側縁から内方に離れた位置で背もたれ面部の背面に接続された背部接続端を有し、



　前記下方側面部の背部接続端は、前記上方側面部の背面に重なるように回りこんでいる
、 に記載の育児器具の座席ハンモック。
【請求項３】
　前記下方側面部は、剛性のある芯材を含む、 記載の育児器具の座席
ハンモック。
【請求項４】
　前記下方側面部の上部接続端は、育児器具の手摺部材の後方端に接続されて上方に延び
ている部材に接続されている、 のいずれかに記載の育児器具の座席ハンモッ
ク。
【請求項５】
　前記背もたれ面部は、使用状態においてその両側部から上方に立ち上がって延びている
１対の上方側面部を含み、
　前記下方側面部の上部接続端は、前記上方側面部に接続されており、
　前記上方側面部が、育児器具の座部を形成する部材の後方端から上方に延びている上方
延長フレーム部材に接続されている、 のいずれかに記載の育児器具の座席ハ
ンモック。
【請求項６】
　前記育児器具の背もたれ部は、そのリクライニング角度が可変である、 の
いずれかに記載の育児器具の座席ハンモック。
【請求項７】
　前記育児器具は、前記背もたれ部と前記座部とを互いに近づけるように折りたたまれる
、 のいずれかに記載の育児器具の座席ハンモック。
【請求項８】
　前記育児器具は、乳母車である、 のいずれかに記載の育児器具の座席ハン
モック。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、乳母車、チャイルドシート、ベビーラック等の育児器具の本体に取付けられ
て座席を形成する座席ハンモックに関し、特に、座部と背もたれ部との間の角度が可変で
ある育児器具の座席ハンモックに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
育児器具の座席ハンモックは、通常、布製の縫製生地によって作られており、子供の尻の
下に位置する座面部と子供の背中の背後に位置する背もたれ面部とを連続的に形成してい
る。育児器具の背もたれ部をリクライニング動作させるとき、座席ハンモックの背もたれ
面部は、座面部との境界線を屈曲中心として傾斜動作を行なう。また、育児器具の座部と
背もたれ部とを近づけるように折畳み動作を行なうときにも、座席ハンモックの背もたれ
面部は、座面部との境界線を屈曲中心として傾斜動作を行なう。
【０００３】
図１は、特開平８－１７５３９５号公報に開示された乳母車を示している。図示する乳母
車１は、椅子状の形態とベッド状の形態とに切換え可能なものであり、車体２と、この車
体２に取付けられた座席ハンモック３とを備えている。乳母車１の背もたれ部はリクライ
ニング動作を行なうことができる。
【０００４】
乳母車の車体２は、座部を形成する部材の一つである１対の手摺部材４と、この手摺部材
４の後方端に接続されて上方に延びている押棒５とを有する。座席ハンモック２は、車体
２の座面形成部材上にほぼ水平に延在する座面部６と、座面部６の後方端縁から上方に立
ち上がって延びている背もたれ面部７とを有する。
【０００５】
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請求項１または２に

請求項１～３

請求項１～４

請求項１～５

請求項１～６

請求項１～７



図２は、特開平９－８６４１７号公報に開示された乳母車を示している。図示する乳母車
１０は、車体１１と、座席ハンモック１２とを備える。座席ハンモック１２は、車体１１
の座席形成部材上にほぼ水平に延在する座面部１４と、この座面部１４の後方端縁から立
ち上がって延びている背もたれ面部１３とを有する。乳母車車体１１は、１対の手摺部材
１５と、この手摺部材１５の内側面に取付けられて手摺部材の下方に形成される隙間を覆
う側板１６とを備えている。
【０００６】
【特許文献１】
特開平８－１７５３９５号公報
【０００７】
【特許文献２】
特開平９－８６４１７号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
図１に示した乳母車１の場合、座席ハンモックの座面部６の両側部上方、すなわち手摺部
材４の下方に隙間があるので、座席に着座した子供が手を隙間内に入れたりするおそれが
ある。
【０００９】
図２に示した乳母車１０は、手摺部材１５の内側面に側板１６を有しているので、上記の
問題点をある程度解消することができる。しかしながら、乳母車の車体１１および座席ハ
ンモック１２に加えて、特別に側板１６を備えなければならないので、部品点数が増加す
る。
【００１０】
図３は、改良された座席ハンモック２０を示している。図示する座席ハンモック２０は、
前述した座席ハンモックと同様に、座面部２１と、背もたれ面部２２とを備える。背もた
れ面部２２は、その両側部から上方に立ち上がって延びている１対の上方側面部２２ａを
有する。
【００１１】
図３の座席ハンモック２０が前述の座席ハンモック３，１２と異なっているのは、座面部
２１の両側縁から上方に立ち上がって延びている１対の下方側面部２３を備えている点で
ある。各下方側面部２３の下端縁と座面部２１の側縁とは接続線２４で縫合されている。
また、各下方側面部２３の後端縁と各上方側面部２２ａの前端縁とは接続線２５で縫合さ
れている。
【００１２】
図３の座席ハンモック２０によれば、座席ハンモック自体が座面両側部の隙間を覆う下方
側面部を有しているので、部品点数は増加しない。しかしながら、次のような問題点を指
摘できる。
【００１３】
座席ハンモック２０は、柔らかい布製の縫製生地によって形成されている。当然のことな
がら、下方側面部２３も柔らかい縫製生地によって作られる。椅子状の形態とベッド状の
形態とに切換え可能な乳母車の場合、下方側面部２３は、背もたれ面部２２が最も後ろに
倒されてベッド状の形態になったときに、皺のない状態で平らに延在するようにされる。
そのため、乳母車の背もたれ部を起こして椅子状の形態にしたとき、柔らかい下方側面部
２３が内方に向かってＶ字状に屈曲して、子供に対してわずらわしさを与えるおそれがあ
る。あるいは、柔らかい下方側面部２３が外方に向かって膨出したり皺を作ったりして、
乳母車車体のフレームに干渉し合うおそれがある。
【００１４】
下方側面部２３に硬さを与えるために、下方側面部２３に芯材を取付けることが考えられ
る。その場合、背もたれ部を起こしたときに下方側面部２３の外方への膨出は乳母車車体
のフレームによってある程度阻止されるが、内方への動きを阻止することができない。そ
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のため、椅子状の形態では、下方側面部２３と乳母車車体の側面形成部材との間に隙間が
形成されてしまい、安全性の面で好ましくない。
【００１５】
この発明の目的は、部品点数を増やすことなく、常に育児器具本体の座部側面形成部材と
の間に隙間を形成しないようにして安全性を高めた座席ハンモックを提供することである
。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
この発明に従った座席ハンモックは、座部と背もたれ部との間の角度が可変な育児器具に
取り付けられて座席を形成するものである。ここで、座部と背もたれ部との間の角度が可
変ということは、背もたれ部がリクライニング動作をすることを含むものである。あるい
は、背もたれ部がリクライニング動作をしない育児器具であっても、折畳み動作時に座部
と背もたれ部とが互いに近づくように動作することを含むものである。
【００１７】
座席ハンモックは、座面部と、背もたれ面部と、下方側面部とを備える。背もたれ面部は
、使用状態において座面部の後端縁から上方に立ち上がって延びる。下方側面部は、使用
状態において座面部の両側縁から上方に立ち上がって延びる。各下方側面部は、座面部の
側縁に接続された底部接続端と、育児器具の座部を形成する部材の後方端から上方に延び
ている上方延長フレーム部材に接続された上部接続端とを有する。
【００１８】
上記の構成によれば、下方側面部の底部接続端および上部接続端の位置は、育児器具の使
用状態においては常に一定の位置にあって動かない。具体的には、仮に育児器具の背もた
れ部のリクライニング動作が行われても、下方側面部の底部接続端の前方位置（第１の固
定点）と、下方側面部の底部接続端の後方位置（第２の固定点）と、下方側面部の上部接
続端の位置（第３の固定点）とによって形成される三角形は動かないので、下方側面部の
平面状態を安定に維持し、育児器具本体の座部側面形成部材との間に隙間を作らない。
【００１９】
一つの実施形態では、下方側面部は、背もたれ面部の背面に重なるように回り込んでこの
背もたれ面部の両側縁から内方に離れた位置で背もたれ面部の背面に接続された背部接続
端を有する。このようにすれば、下方側面部の背部接続端を背もたれ面部の背面に重なる
ように回り込ませているので、背もたれ面部の前方への動きが、前述の３固定点によって
維持された下方側面部の平面状態に影響することはない。
【００２０】
一つの実施形態では、背もたれ面部は、使用状態においてその両側部から上方に立ち上が
って延びている１対の上方側面部を含む。この場合、下方側面部の背部接続端は、上方側
面部の背面に重なるように回り込む。
【００２１】
下方側面部は、例えば、剛性のある芯材を含む。芯材を含むことにより、下方側面部の平
面状態をより安定に保持することができる。また、育児器具の折畳み動作の際、芯材があ
ることにより下方側面部の動きを一定かつ安定にすることができる。通常、座席ハンモッ
クの下方側面部の外側には、育児器具の本体部分が存在しているので、育児器具の折畳み
動作に伴って本体の上方延長フレーム部材と座部形成部材とが互いに近づくと、芯材付き
の下方側面部は内側に向かって畳まれるようになる。
【００２２】
育児器具が手摺部材を備えている場合、下方側面部の上部接続端は、例えば、手摺部材の
後方端に接続されて上方に延びている部材に接続される。
【００２３】
下方側面部の上部接続端は、育児器具本体の上方延長フレーム部材に直接接続されてもよ
いし、間接的に接続されてもよい。間接接続の例として、例えば、座席ハンモックの下方
側面部の上部接続端を上方側面部に接続し、この上方側面部を上方延長フレーム部材に接
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続するようにしてもよい。
【００２４】
育児器具の背もたれ部は、例えば、そのリクライニング角度が可変である。あるいは、育
児器具は、例えば、背もたれ部と座部とを互いに近づけるように折りたたまれる。育児器
具として、乳母車、チャイルドシート、ベビーラック等を挙げることができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
図４～図８を参照してこの発明の一実施形態を説明する。
【００２６】
図示する座席ハンモック３０は、布製の縫製生地によって作られており、乳母車に取付け
られて座席を形成する。図６および図７に乳母車の車体の一部が示されている。乳母車は
、リクライニング調節可能な背もたれ部を備えており、背もたれ部を最も後ろに倒すとベ
ッド状の形態となる。また、乳母車は、その背もたれ部と座部とを互いに近づけるように
折畳み動作を行なう。
【００２７】
図４および図５に示すように、座席ハンモック３０は、子供の尻の下に位置する座面部３
１と、子供の背中の背後に位置する背もたれ面部３２と、１対の下方側面部３３とを備え
る。背もたれ面部３２は、乳母車を椅子状の形態で使用するとき、座面部３１の後端縁か
ら上方に立ち上がって延びる。１対の下方側面部３３は、乳母車の使用状態において、座
面部３１の両側縁から上方に立ち上がって延びる。図４および図５に示す座席ハンモック
３０の展開状態では、座面部３１、背もたれ面部３２および１対の下方側面部３３は、平
面的に延在する。
【００２８】
背もたれ面部３２は、特に乳母車をベッド状の形態で使用するとき、その両側部から上方
に立ち上がって延びる１対の上方側面部３２ａと、その上端縁から上方に立ち上がって延
びるヘッドガード面部３２ｂとを含む。各上方側面部３２ａの側端部分には止めボタン３
４が取付けられている。
【００２９】
座席ハンモック３０の各下方側面部３３は、座面部３１の側縁に接続された底部接続端３
３ａと、背もたれ面部３２の背面に重なるように回り込んでこの背もたれ面部３２の両側
縁から内方に離れた位置で背もたれ面部３２の背面に接続された背部接続端３３ｂと、上
部接続端３３ｃとを有する。上部接続端３３ cの先端部分には、止めボタン３５が取付け
られている。図８は、図５の線８－８に沿って見た模式的断面図であり、１対の下方側面
部３３の背部接続端３３ｂの位置を明瞭に示している。
【００３０】
図５から明らかなように、各下方側面部３３の背面には、剛性の有る芯材３６が取付けら
れている。
【００３１】
図７に示すように、乳母車の車体は、座部を形成する部材の一つとして１対の手摺部材４
０を有する。各手摺部材４０の後方端には、上下方向に延びている上方延長フレーム部材
４１が連結されている。図示した実施形態の場合、上方延長フレーム部材４１は、乳母車
の押棒を形成している。押棒を背面押しの位置と対面押しの位置とに切換え可能になって
いる乳母車の場合、上方延長フレーム部材４１と押棒とは、別個に設けられる。
【００３２】
図６および図７から明らかなように、座席ハンモック３０の上方側面部３２ａは、乳母車
の上方延長フレーム部材４１に巻きつけて固定される。上方側面部３２ａの止めボタン３
４は、上方延長フレーム部材４１に固定されている受金具に係合する。
【００３３】
また、座席ハンモック３０の下方側面部３３の上部接続端３３ｃは、上方延長フレーム部
材４１に巻きつけて固定される。下方側面部３３ｃの止めボタン３５は、上方延長フレー
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ム部材４１に固定されている受金具に係合する。
【００３４】
乳母車車体の背もたれ部をリクライニング動作させても、手摺部材４０、上方延長フレー
ム部材４１および座面支え部材の車体構造要素の位置は変化しない。したがって、下方側
面部３３の底部接続端３３ａの位置および上部接続端３３ｃの位置は、乳母車の使用状態
においては、常に一定の位置にあって動かない。すなわち、下方側面部３３の底部接続端
３３ａの前方位置（第１固定点）と、下方側面部３３の底部接続端３３ａの後方位置（第
２固定点）と、下方側面部３３の上部接続端３３ｃの位置（第３固定点）とによって形成
される三角形は動かないので、乳母車を椅子状の形態で使用する場合、ベッド状の形態で
使用する場合、背もたれ部のリクライニング動作を行なう場合のいずれにおいても、下方
側面部３３の平面状態を安定に維持することができる。
【００３５】
各下方側面部３３は芯材３６を有しているので、下方側面部３３の平面状態をより安定化
させることができる。図６および図７に示すように、図示した実施形態では、乳母車車体
の座部側面形成部材と座席ハンモック３０の下方側面部３３との間に隙間が形成されない
ので、安全性において優れたものとなる。下方側面部３３の背部接続端３３ｂは背もたれ
面部３２の背面に重なるように回り込ませているので、リクライニング動作に伴って背も
たれ面部３２が前方に移動しても、上記の３個定点によって維持された下方側面部３３の
平面状態に影響しない。
【００３６】
図６および図７に示した乳母車の車体の場合、乳母車の折畳み動作に伴って、座面の前方
部と上方延長フレーム部材４１とが互いに近づく。具体的には、図７において、座面の前
方部は反時計方向に移動し、上方延長フレーム部材４１は時計方向に回動する。芯材３６
を有する下方側面部３３の外側には、上方延長フレーム部材４１や、後輪を有する後脚等
が存在しているので、下方側面部３３は、乳母車の折畳み動作に伴って、内側に向かって
畳まれる。
【００３７】
図面を参照してこの発明の一実施形態を説明したが、上述し、かつ図示したものは例示的
なものである。したがって、以上に説明した実施形態に対して、この発明と同一の範囲内
において、あるいは均等の範囲内において種々の修正や変形を加えることが可能である。
以下に、そのいくつかを例示的に列挙して説明する。
【００３８】
（１）図示した実施形態では、下方側面部３３の上部接続端３３ｃを直接乳母車車体の上
方延長フレーム部材４１に取付けていた。変形例として、下方側面部３３の上部接続端を
間接的に上方延長フレーム部材に取付けるようにしても良い。例えば、下方側面部の上部
接続端を上方側面部に接続し、この上方側面部を上方延長フレーム部材に接続するように
しても良い。この場合であっても、下方側面部の上部接続端の位置は、乳母車の使用中、
一定であって動かない。
【００３９】
（２）図示した実施形態では、座席ハンモックの背もたれ面部は上方側面部を有していた
が、上方側面部を有さない背もたれ面部もあり得る。
【００４０】
（３）下方側面部の芯材を省略することも可能である。
【００４１】
（４）育児器具として、乳母車以外に、チャイルドシート、ベビーラックなどにも適用可
能である。要するに、座部と背もたれ部との間の角度が可変な育児器具に対して、この発
明を適用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　特開平８－１７５３９５号公報に開示された乳母車を示す斜視図である。
【図２】　特開平９－８６４１７号公報に開示された乳母車を示す斜視図である。
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【図３】　下方側面部を有する座席ハンモックの一例を示す斜視図である。
【図４】　この発明の一実施形態の正面図である。
【図５】　図４に示した座席ハンモックの背面図である。
【図６】　図４に示した座席ハンモックの使用状態を示す斜視図である。
【図７】　図６に示す部分を後部側方から見た斜視図である。
【図８】　図５の線８－８に沿って見た模式的断面図である。
【符号の説明】
３０　座席ハンモック、３１　座面部、３２　背もたれ面部、３２ａ　上方側面部、３２
ｂ　ヘッドガード面部、３３　下方側面部、３３ａ　底部接続端、３３ｂ　背部接続端、
３３ｃ　上部接続端、３４　止めボタン、３５　止めボタン、３６　芯材、４０　手摺部
材、４１　上方延長フレーム部材。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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